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重.は じめ に

愛知県 の猿投 山塊 の東 を限 る猿投 山断層 は,名 古

屋東部地域 における代表的な活断層 と して詳 しく調

べ られて きた(松 沢 ほか:1960,岡 田:1979)。 この

断層 は,北 西側の花崩岩類が鮮新統矢 田川累層水野

砂礫相(こ の地域 の水野砂礫 層が矢 田川累層 を不整

合におおう土岐砂礫層であ ることは,最 近,森 山 ・

丹羽(1985)に よって明 らか にされ た)に 衝上す る

逆断層であ り,断 層面は各所で確認 され,断 層 に接

す る地域で は砂礫層が引 きず りを受 けて垂 直 に近 く

立 って いることな どが観察 され る。その断層地形 は

極 めて新鮮で あり?,活 断層 と して 認 定 され て い る

(活断層研究会:1980)。

しか し,そ れに もかかわ らず,段 丘面な どの変位

を見 いだす ことがで きず,第 四紀の後半 には活動 し

て いな いとも考 え られてきた。 ところが,最 近,三

好町の三好ケ丘 団地の宅 地造成 現場 にお いて三好面

と三好層を切 る本 断層 の露頭 が露出 し,第 四紀の後

半 にも活動 した ことが明 らか とな った。 ここで は,

その断層露 頭を記 載 し,そ の断層変位 について若干
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の考察をす る。

2.周 辺地域 の地形 ・地質 と断層露頭の記載

1)断 層露頭周辺 の地形 ・地質

本地域(第2図)は,猿 投 山塊 の南に位置 し,境

川 河谷 の源流部 にあたる。標高 は100～140mで,

丘 陵性 の地形 をなす。境川低地 の西側 は,矢 田川累

層 高針部層(森:1971)と それ を不整合 に切 って丘

陵頂部 に堆積す る土岐砂礫 層か らなる(森 山 ・丹羽

:1985)、 東 側 の 丘陵は,高 針部層を不整合 に切 っ

て三好層(中 部更新統)が 堆 積 して いるが,三 好層

の堆積面であ る三好面はかな り開析を受 けて平坦面

を残 すところは僅 かであ って,丘 陵状の地形 とな っ

てい る。 トヨタスポーツセ ンターのあ る丘 陵は土 岐

砂 礫層 が厚 く堆積す る土 岐面 であ り,さ なげ ゴル フ

場 のある丘陵 は三好面で ある。

2)三 好 ケ丘団地の断層露頭

断層露頭 は,さ な げゴル フ場 と名古屋刑務 所 との

問 の地域であ り,境 川低地 の方か ら階段状 に丘陵 を

削 りあげた最 も東側の2ケ 所(Loc.1,2)に 露 出

して いる。三好ケ丘団地付近 の矢 田川累層高針部層

は,暗 青灰 色な い し灰 白色の シル ト層 を主体 とす る

が,黄 褐色 の砂 層や黒色な い し紫灰色 の亜炭層 をは

さむ。 この露 頭では,最 下部 に亜炭層が よ く連続 す

る。断層面 か ら50mほ ど離れ たところで はほぼ水平

に堆積 して いるが,断 層 面 に近づ くにつれて断層面



側 に傾斜を増 し,最 大約40度 の傾斜 となる。上盤側

の引きず りによる,地 層 の変形で ある。下盤側 の高

針部層 は露 出 していないので,断 層 による地層 の変

形 は不明で ある。

一方
,高 針部層を不整合 におお う三好層 は,層 厚

約15m,最 大径15cm程 度のよ く円磨 され た砂礫層

で,チ ャー ト,粘 板岩 。砂岩 ・ホル ン!〉ルスな ど古

生層 由来 の礫が大半 を占める。砂岩 ・ホル ンヘルス

は クサ リ礫 化 して いるが,そ の他 は新鮮で ある。 と

ころどころに砂層 ・シル ト層を レンズ状 に挾 み,ほ

ぼ50cmの 範囲で はほぼ垂直 に立 って いる礫が見 出

され る。

この砂礫層が三好層であ ると認定 したの は,以 下



塔述琴 る根拠か らであ る。.Tつ1奉ダζの露頭 の砂礫

層の トップに著 しい赤 い数 メ曽 トルの厚 さの泥質層

がおお ってい ることであ る。よ く見 ると,表 層1、5

～2 .0エnの泥質層 は小礫 を含んだ砂層 が風化 し,著

しく赤 色化された古土壌 と考 え られるが,そ の下位

に約1mの 厚 さの小礫層 に隔て られて上 と同様 の赤

い泥層が約2mほ どの厚 さで堆積 してい る。 このよ

うな段丘面 上の赤色 土化 が知 られ るのは,こ の地方

で は三好面 しかない。 もう一つは,名 古屋刑務所 な

ど南方 にひろが る三好面 の高度 を追 いかける と,ち

ょうど この露頭 の トップの高さにスムースに連続す

ることであ る。

この三好層 に高針 部層 が衝上す る形で,断 層面 と

接 してい る。断層面 の走行 ・傾斜 は,N450E,60ん

65。Wで あ る。 本 断層 の各地で観察 されて いる断層

面 の走行 ・傾斜 も,本 露頭 のそれとほぼ同 じで ある

(森山,投 稿 中)。

3.三 好面の変位 について

断層 の北西側で豊 田新線 の南側 の丘陵 は比較的平

坦で,そ の トップの標高 は129.1mと 記 されて いる

(国土基本図,Vll-ND-28)。 豊 田新 線の工事現場

で は(第2図,Loc.3),Loc.1,2と 同 様 に高針

部層 とそれ を切 って堆積す る三好層が露出 して おり,

三好層の厚 さは約10mで あ る。 この地点の三好層の

トップ も赤色土化 されてお り,礫 種構成の類似性か

らも三好層であ ることは間違いな い。従 って,こ の

三好層の トップの高 さ と断層 の南東側 の三好 面の高

さ(約106m)と の高度差(約23m)が,本 断層に

よる三好面の変 位量 となるく第3図 参照)。

三好面の形成 時代 について は,・確 かな根拠 に基ず

く年代 は出 ざれていない。本面 は一 応名古屋付近の

八事面 あるい は覚王山面 に対比 され ると考 え られて

いるが,そ の形成年代は確 かでない。 しか し,地 表

面 の赤色土化な どを考 え合 わせ るな らば,少 な くと

もRiss-Wlirm間 氷期を経てい ることは確実で あ

る。地形面の開析状態か ら考 え ると,更 新世 中期 の

後半 よ りも遡 るとは考えに くい。仮 にその形成年代

を30万 年前 と考えれば,そ の変 位速 度 は,0.08m/

1000y.と な り,C級 の活動 度 とな る。

しか し,Loc.2(Photo.3)で は,断 層面上 を数

mの 厚 さの崖錐堆積物 におおわれ るが,そ れ には全

く変位 を認 めることができな い。 さらに,本 断層 の

延長方 向を空 中写真 によって詳細 に追 って も,低 い

段丘 や沖積面 を変位 させて いる形跡は見 られないの

で,少 な くとも完新世 には活動 して いない と考 え ら

れ る。

本 断層の横ず れ成分 について は,論 議 す る資料 を

全 く持 って いない。

本断層 の位置 は,猿 投 山塊 の東 を限 る猿 投山断層

の方 向 とはやや雁行 するよ うに配列 してい る。筆者

は猿 投山塊 東部地域 において,猿 投 山断層 を雁 行す

る2本 の断層に分 け,そ れ ぞれ猿投 山断層 に分 け,

それぞれ猿 投山断層a・bと した(森 山,投 稿中)。

このよ うな平面的な配列 は,恐 らく,本 地域に発見

され た断層が猿 投山断層bか ら派生 した,そ れ に雁

行す る猿投 山断層群の ひとつ と考え られ る。 そこで,

本断層 を猿投 山断層cと 名付 ける。
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